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データドリブン経営
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データ分析の種類
記述的分析（Descriptive Analytics）
過去に何が起こったかをデータから読み取り説明するための分析。
BI（ビジネスインテリジェンス）は主に記述的分析に適しており、データの収集、整理、ダッシュボードの作成、
レポートの⽣成などによって過去の業績を説明し、トレンドやパターンを可視化します。

予測的分析（Predictive Analytics）
将来何が起こるかデータから読み取り予測するための分析。
AI、および、データサイエンスは、予測的分析に適しており、機械学習モデルを使⽤して未来の出来事を予測し、
顧客⾏動の予測、在庫の需要予測、リスク評価などに活⽤します。

処⽅的分析（Prescriptive Analytics）
データを分析してビジネス課題を解決する最適な処⽅を提⽰するための分析。
AI、および、データサイエンスは、処⽅的分析にも適しており、最適化アルゴリズムやシミュレーションモデル
を使⽤して、問題に対する最適な対処法を⽰します。
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• どの店舗に問題があるか
• よく買ってくれる顧客は誰か

（顧客のセグメント別分析）



4

データドリブン経営

• 問題がある店舗の何が原因で問題が⽣じているか（接客、品揃えなど）
このような原因で店舗に問題がある。

• よく買ってくれる顧客の特徴は何か
こういう特徴がある顧客は、この製品をよく買ってくれる。

• よく買ってくれる顧客は製品やサービスの何に価値を感じているか
製品がこういう価値を提供するから（こういう特徴があるから）、顧客がよく買ってくれる。
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• 例えば、店舗の問題の原因が接客にあるのであれば、接客を改善することが課題になります。
• また、よく買ってくれる顧客の特徴がわかれば、似たような特徴を持つ顧客に製品をプロモー

ションして購買量を増やすことが課題になります。
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類似性マッチング（similarity matching）
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類似性マッチングによって抽出された優良顧客の検証


